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はじめに 

 

 木材産業における労働災害の発生率は，他の産業と比較し，高い状態が続いています。令

和５年の厚生労働省調査 1)によると，木材・木製品製造業における死傷年千人率（労働者

1,000 人あたり１年間に発生する死傷者数）は“11.9”で，これは全産業の中でワースト

３位という数字です。このような木材産業における高い労働災害の発生率は，10 年以上も

前から継続している状況です。 

以上のような現状を鑑み，林野庁は，木材産業を営む事業場が作業安全のために取り組む

べき基本的な事項について整理し，「農林水産業・食品産業の作業安全のための規範（個別

規範：木材産業）」（以下，個別規範）として公表しました。個別規範に基づいた作業安全の

向上を推進することを目的として，（一社）全国木材組合連合会は，作業安全強化促進支援

事業（林野庁補助事業）の一環として本マニュアル（木材産業における作業安全のための安

全診断・評価マニュアル）を整備しました。本マニュアルは，専門的知識を持たない者でも

木材産業分野の事業場における個別規範の取り組み状況を評価できるように作成されまし

た。また，本マニュアルは，第三者が事業場の安全診断・評価に用いることに加えて，各事

業場が自己診断にも活用できます。 

第１章では，本マニュアルを活用した安全診断・評価の流れについて説明しています。

第２章では，作業安全に関する取り組みについてヒアリングすべき項目についてまとめて

あります。第３章では，事業場内を見回るいわゆる安全パトロールの際に，どこに注目し

て何をチェックすべきかまとめてあります。最後には付録として，安全診断・評価後に事

業者に提出する報告書のテンプレートなどの資料がまとめてあります。 

本マニュアルが活用され，より一層木材産業の作業安全の向上が促進されることを期待

します。  

参考 

１）厚生労働省：職場のあんぜんサイト 労働災害統計 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/tok/anst00.html （2025 年 2 月 28 日確認） 
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第１章 本マニュアルを活用した安全診断・評価の流れ 

1.1 概要 

⚫ 木材産業における作業安全のための安全診断・評価は，ヒアリング（⇒第２章）と場内

パトロール（⇒第３章）で行います。 

⚫ ヒアリングでは，林野庁 HP 記載の「農林水産業・食品産業の作業安全のための規範（個

別規範：木材産業）」（以下，個別規範）の２５項目に対する取り組み状況の聞き取りを

行います。個別規範には，作業安全に向けた目標の設定や作業手順書の作成など，作業

安全の基本的な内容が示されています。 

⚫ 第２章「ヒアリングによる安全診断・評価」には，個別規範の２５項目への取り組み状

況に対する質問がフローチャート形式で整理されています。評価者は，フローチャート

に沿って質問を行い，それに対して事業場の担当者が「はい」か「いいえ」で回答する

ことで，評価ができます。ヒアリング結果に応じて，S A B C D の５段階で評価しま

す。 

⚫ パトロールでは，事業場の担当者立会いの下で場内を見て回ります。場内に潜在する危

険性への対策状況を，○ △ ×の３段階で評価します。 

⚫ 第３章「パトロールによる安全診断・評価」には，事業場内のどこに注目して何につい

て確認すべきか，20 個のパトロール項目として整理されています。パトロール項目に

は，４S の取り組みや墜落・転落・転倒・激突への対策などがあります。 

⚫ パトロール項目ごとに，○，△，×評価に相当する現場の例を写真で紹介しています。

評価者は，写真を参考に，実際の状況と最も近い評価ランクを判断します。 

⚫ ヒアリング２５項目とパトロール２０項目で最高評価とならなかった項目は，より高評

価を目指して改善・対策を実施することが大切です。そのため，評価者は，高評価にむ

けてどこの何を改善すればいいのかその方策を提示することも大切です。 

ヒアリングによる安全診断・評価⇒第２章 パトロールによる安全診断・評価⇒第３章 

 

・目標の設定 

・手順書の作成 など 

 

全２５項目  

・墜落，転落，転倒，

激突への対策状況 

      など 

全２０項目 

図 1-1 安全診断・評価マニュアルの構成  
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1.2 安全診断・評価の具体的な流れ 

ここでは，安全診断・評価の全体の流れを４段階にわけて説明します。 

 

ステップ１ 事前準備 

評価者側の準備 

⚫ 安全診断・評価には，概ね２時間程度かかるので，事前に日程の調整を行うことを推奨

します。 

⚫ 当日の安全診断・評価をスムーズに行うために，本マニュアルや事前アンケート（⇒p.57）

を送付し，当日ヒアリングする内容を事業場側に事前に伝えておくとよいでしょう。 

⚫ 作業安全に関わる資料（例えば，ヒヤリ・ハット報告書や作業主任者・資格取得者の一

覧表，作業手順書やマニュアル，始動前点検表など）を当日までに用意してほしいこと

を伝えましょう。 

⚫ 事業場内のパトロールでは，写真撮影の許可をとりましょう。 

⚫ 当日の持ち物を準備します。当日の持ち物には，本マニュアル，ヘルメット，工場内を

見回る際にふさわしい服装（長袖長ズボン，スニーカーや安全靴），筆記用具，カメラ，

クリップボードなどがあります。可能であれば，照度計，騒音計，WBGT 計などを用意

しましょう。 

事業場側の準備 

⚫ 当日のヒアリングやパトロールを担当する者を選任します。当日の担当者は，安全管理

者や工場長など工場全体の管理や運営に詳しい方がよいでしょう。加えて，現場の作業

者も同席するとより効果的な安全診断・評価に繋がります。 

⚫ 評価者側から事前アンケートが送付された場合には，当日までに回答して返送します。 

⚫ ヒヤリ・ハット報告書や作業主任者・資格取得者の一覧表，作業手順書，始動前点検表

など作業安全に関わる資料があれば，安全診断・評価を行う当日までに用意します。 

⚫ パトロールするルートを決めておきます。通常の見学ルートがあれば，それに沿ったル

ートが考えられます。もし見学ルートがなければ，製品の製造工程に沿ったルートにす

るとよいです。 

 

ステップ② 安全診断・評価当日（ヒアリング）⇒第２章参照 

⚫ 評価者は，第２章のフローチャートに沿って質問を行います。事業者側は，質問に対し

て「はい」または「いいえ」と回答します。 

⚫ フローチャートに従って個別規範の２５項目における取り組み状況を SABCD の５段

階で評価し，評価シート（p.５４～５５）に記入します。 
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ステップ③ 安全診断・評価当日（パトロール）⇒第 3 章参照 

⚫ 評価者は，事業場側の担当者の立会いの下で場内を見て回り，第３章にある 20 個のパ

トロール項目について実際の状況を確認し，評価ランク（○，△，×）を判断します。 

⚫ パトロール項目ごとにその例として写真が記載されています。評価者は，写真と実際の

状況を見比べ，最もふさわしい評価ランクを判断し，評価シート（p.５６）に記入しま

す。 

 

ステップ④ 結果の報告 

⚫ ヒアリングとパトロール終了後，評価者は結果を事業場側へ報告します。ただ評価を述

べるだけでなく，できるかぎり改善方法を提示します。 

⚫ ヒアリングで S 評価未満となった項目については，第２章のフローチャートを参考に，

S 評価にするにはどうすればよいか説明します。 

⚫ パトロールで△や×評価となった項目については，第３章に記載されている○評価の好

例写真を示し，写真の状態を目指すよう提案します。 

⚫ 後日，安全診断・評価報告書（⇒ｐ.６１～６５）を送付するとよいでしょう。 

⚫ 事業場側は，特に最高評価ではなかった項目について改善を検討します。実際に改善を

行った後は，改善状況の自己評価を行うことも大切です。それら一連のプロセスを繰り

返して，絶え間ない作業安全の向上に努めることが労働災害の減少に繋がります。 

 

 

評価者 事業場側 

 

・日程の調整 

・事前アンケートの送付 

・持ち物の用意 

・日程の調整 

・当日の担当者の選任 

・作業安全に関する資料の用意 

 
  

 
    

ヒアリングおよびパトロール 

 
  

 
・報告書の作成・送付 ・結果を踏まえて改善方策の実施 

図 1-2 安全診断・評価の流れ  

事前準備 

安全診断・評価

当日 

結果の報告 
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第２章 ヒアリングによる安全診断・評価 

2.1 本章の使い方 

⚫ 本章では，個別規範の２５項目ごとに 4 つの質問をフローチャート形式で整理しまし

た。評価者はフローチャートに沿って質問し，それに対して事業場側が「はい」か

「いいえ」と答えます。 

⚫ 回答結果に応じて，評価ランク SABCD が決定します。「はい」が多いほど評価が高く

なります。なお，評価基準は表 2-1 の通りです。 

表２－１ ヒアリングの評価基準 

評価 

ランク※ 
評価の基準 

S 顕著な取り組みが行われており，他事業場への模範となる。 

A 積極的な取り組みが行われている。 

B 取り組みが行われている。 

C 最低限の取り組みが行われているものの改善が求められる。 

D 取り組みが全く行われておらず，抜本的な改善が必要。 

 

⚫ 図 2-1 にフローチャートとヒアリングの例を示します。ここでは，個別規範の 1-(1)-

①「作業事故防止に向けた方針を表明し，具体的な目標を設定する」に関するヒアリン

グを行っています。 

⚫ 図 2-1 では，１個目と２個目の質問で「はい」，３個目の質問で「いいえ」となったの

で評価ランクは「Ｂ」となります。B 評価であったので，3 個目と４個目の質問内容を

参考に，改善方策を提案します（図 2-1 の白文字下線部）。このように，S 評価未満の

場合には，フローチャートの残りの質問を参考に改善を検討します。改善提案が具体的

であるほど，事業場側は改善しやすくなります。 

⚫ 項目によっては，木材産業の事業所で実際に取り組まれている優良事例を紹介していま

すので，改善提案の参考にしてください。 

⚫ なお，S 評価であっても，その状況を常に維持し続けることが重要です。「S 評価であっ

ても，労働災害が“絶対に発生しない”状況ではない」ことに十分に留意してください。 
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図 2-1 フローチャートに基づくヒアリングの進め方の例  

作業事故防止に向けた目標がありますか？ 

はい，「安全第一」です。 

目標は，従業員全体に周知していますか？ 

はい，休憩所への掲示や定期的な集会で周知しています。 

目標は，具体的な内容になっていますか？ 

いいえ，「安全第一」という目標を立てていますが， 

具体的な行動などは示していません。 

わかりました。ありがとうございます。 

抽象的な目標だけではなく，「指差呼称大きな声ではっ

きりと」などのように具体的に何に取り組むべきか明

確になっていると，目標が達成できたかわかりやすい

でしょう。また，形骸化を防ぐためにも目標は定期的

に見直しましょう。 

それでは次の質問に移ります。 

評価者 

事業場側の担当者 

以上のようなヒアリング結果の場合，「B 評価」となります。 
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2.2 ヒアリングフローチャート 

2.2.1 作業安全確保のために必要な対策を講じることについて 

1-(1)-① 作業事故防止に向けた方針を表明し，具体的な目標を設定する。 

 

  
 

 

  

  
 

 

  

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

 

 

  

Q1 

作業事故防止に向けた目標がありますか？  
いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 

目標を従業員全体に周知していますか？  いいえ 
C 
評価 

はい 

Q3 

目標は，具体的※な内容になっていますか？ 

※「安全第一」や「労災ゼロ」などのスローガンではなく，「機械

停止時には停止中の札を掲げる」や「熱中症予防のためにのどが渇

く前に水分補給する」など具体的に何に取り組むのか明確になって

いるか。 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

目標の見直しを 1 年以内に行いましたか？ 
【解説】目標の形骸化を防ぐため，定期的に見直すことは重要です 

 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
優良事例： 

毎月，従業員から提案され

た具体的な目標を設定し，

作業事故防止に向けた意識

の継続に努めている。 
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1-(1)-② 知識，経験等を踏まえて，安全対策の責任者や担当者を選任する。 

 

 

 
 

 

  

  
 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

 

  

Q1 

安全対策の責任者※を選任していますか？ 

※安全管理者や衛生管理者，安全衛生推進者など事業場の規模に応

じて選任が求められる責任者 

 
いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 

責任者等を従業員全体に周知していますか？  
いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 

安全対策の責任者等の業務※を具体的に定めていますか？ 
※安全対策会議等の主催や工場内の巡視など 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

Q1 以外で責任者※を選任されていますか？ 
※機械ごとの取扱責任者，火元責任者，化学物質管理者など 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(1)-③ 作業安全に関する研修・教育等を行う。外国人技能実習生等を受

け入れている場合は，確実に内容を理解できる方法により行う。また，作業

安全に関する最新の知見や情報の幅広い収集に努める。 

 

  
 

 

  

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

 

 
 

 

  

 

 

  

Q1 

入職時に作業安全に関する研修や教育を行っていますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 

入職時の研修は，対象者に合わせて※実施していますか？ 
※入職者の経験に合わせているか。外国人であれば，母国語を用いて

いるか。 

 いいえ 
C 
評価 

はい 

Q3 
入職時以外にも，作業安全に関する研修等を実施していま

すか？ 
 いいえ 

B 
評価 

はい 

Q4 

作業安全に関する情報や知識を収集※していますか？ 
※林災防や労働基準監督署等が主催する労災対策の研修会への参

加，林災防等からの資料収集，近隣の同業者との情報交換など。 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
優良事例： 

・安全教育用の自作テキス

トを作成している。 

・他業種の工場見学を通じ

て，情報収集を行っている。 

 
安全教育用の自作教材 
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1-(1)-④ 適切な技能や免許等が必要な業務には，有資格者を就かせる。 

 

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

 

 
 

 

  

 

 
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

もれなく有資格者※を選任・配置していますか？ 
※木材加工用機械作業主任者，はい作業主任者，フォークリフト運

転技能講習修了者，ボイラー取扱作業主任者など 

 
いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 

作業主任者の氏名を掲示していますか？  
いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 
資格取得を奨励※していますか？ 
※資格の取得に際して必要な経費を会社が負担することや講習の受

講等に対して人員配置等を配慮することなど 
 いいえ 

B 
評価 

はい 

Q4 

資格が必要な業務に対して，有資格者を２名以上配置して

いますか？ 
【解説】有資格者が休暇等で不在となることがあるので，正・副２

名以上の資格者の配置が大切です。 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(1)-⑤ 職場での朝礼や定期的な集会等により，作業の計画や安全意識を

周知・徹底する。 

 

  
 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

 

 

  

Q1 

朝礼を実施していますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 

朝礼時に作業安全に関わる話し合い※をしていますか？ 

※KY 活動や安全講話など 
 いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 

朝礼以外に作業安全に関する定例集会※がありますか？ 
※安全衛生委員会など 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

朝礼時にラジオ体操を実施していますか？ 
【解説】ラジオ体操を通じてその日の体調の確認ができます。 

 
いいえ 

A 
評価 

はい 

S 評価 
優良事例： 

・朝礼でＫＹ活動を実施し

ている。 
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1-(1)-⑥ 安全対策の推進に向け，従事者の提案を促す。 

 

 

 
 

 

  

 

 
 

 

  

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

 

  

 

  

Q1 

安全対策に関わる提案※を受け入れていますか？ 
※ヒヤリ・ハット報告などによる危険源の指摘ではなく，「〇〇し

てほしい」などの提案 

 
いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 
安全対策に関わる提案を積極的にするよう周知※しています
か？ 
※朝礼での呼びかけや掲示板での周知など 

 いいえ 
C 
評価 

はい 

Q3 

安全対策の提案を行うための書式やシステム※が整備されて

いますか？ 
※提案書の様式や意見箱の設置など 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

安全対策の提案に対して奨励制度※を設けていますか？ 
※提案者に対して何らかの報酬を準備している 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(2)-① 関係法令等を遵守する。 

 

  
 

 

  

 
 

 

 

  

 

 
 

 

  

 

 
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

現在，法令違反を指摘されていませんか？  
いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 
事業場で遵守すべき法令について把握していますか？ 
※労働安全衛生法，林業・木材製造業労働災害防止規程など 

 
いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 

守るべき法令を従業員に周知していますか？ 
【解説】作業に従事している方が守るべきことを伝えることも大切

です。（例）危険防止措置に応じた必要な事項を守ることなど安全の

ために事業者が指示することは順守する義務があります。 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

法令遵守のために専門家※の助言が受けられる体制は整って

いますか？ 
※労働安全コンサルタントなど 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(2)-② 木材加工用機械等，資機材等の使用に当たっては，取扱説明書の

確認等を通じて適切な使用方法を周知・徹底する。 

 

  
 

 

  

  
 

 

  

 

 
 

 

  

 

 
 

 

  

 

 

 

  

Q1 

機器等の取扱説明書を保管していますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 
機器等の正しい取扱方法を対象者に直接伝えていますか？  いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 

機器等の操作手順書※を整備していますか？ 
※機械の始動方法や停止方法などをわかりやすく示したもの。 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

写真やイラストなどを使い，わかりやすい※手順書を作成し

ていますか？ 
※外国人がいる場合は，母国語の併記なども含む 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(2)-③ 作業時の服装や保護具について作業に応じ，安全に配慮した服装

や保護具等を着用させる。 

 

  
 

 

  

  
 

 

  

 

 
 

 

  

 

 
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

作業時の服装に決まりを設けていますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 
ヘルメットの着用を必須としていますか？  いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 

必要な保護具※は貸与又は支給していますか？ 
※ヘルメットを含め，安全靴，耳栓，保護メガネ，防塵・防毒マスク

など 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

見学者や出入りするトラック運転手にヘルメット等の着用

や相応しい服装※を求めていますか？ 
※スカートやスカーフ等（巻き込まれの恐れ），ハイヒール等（転

倒の恐れ）などの着用禁止 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(2)-④ 日常的な確認や健康診断，ストレスチェック等により，健康状態

の管理を行う。 

 

  
 

 

  

  
 

 

  

 
 

 

 

  

 

 
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

定期健康診断を実施していますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 
日常的に健康状態を確認していますか。  いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 
メンタルヘルスのための取り組み※をおこなっていますか？ 
※ストレスチェックの実施やカウンセラー相談窓口の設置など 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 
上記以外に健康のための取り組み※を行っていますか？ 
※受動喫煙対策や感染症対策，レクリエーション活動，福利厚生の
充実など 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(2)-⑤ 作業中に必要な休憩を設ける。また，暑熱環境下では水分や塩分

摂取を推奨する。 

 

  
 

 

  

  
 

 

  

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

 

  

 

  

Q1 

休憩時間を設けていますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 
必要に応じて休憩時間の追加や延長をしていますか？  いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 

熱中症対策を呼びかけていますか※？ 
※作業中いつでも飲めるよう手元に飲料を置くよう指示することな

ど 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

会社負担による熱中症対策※を行っていますか？ 
※塩分アメやスポーツドリンクの提供，空調服の貸与・支給など 

 
いいえ 

A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(2)-⑥ 作業安全対策に知見のある第三者等によるチェック及び指導を

受ける。 

 

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

  
 

 

  

  
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

これまでに第三者※による作業安全に関わるチェック等を受

けたことがありますか？ 
※労働安全コンサルタントや林災防などの団体職員，産業医など 

 いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 

第三者チェックで指摘されたことについて，改善を実施し

ましたか？ 
 

いいえ 
C 
評価 

はい 

Q3 
定期的に第三者による安全診断等を受けていますか？  いいえ 

B 
評価 

はい 

Q4 

安全診断を受ける頻度は概ね 1 年 1 回以上ですか？  いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(3)-① 燃料や薬品など危険性・有害性のある資材は，適切に保管し，安

全に取扱う。 

 

  
 

 

  

  
 

 

  

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

  

 

  

Q1 

危険物を所有していますか？  いいえ 
該当
なし 

はい 

Q2 

危険物の所定の保管場所はありますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q3 

危険物の保管方法については法令を遵守していますか。 
※危険物によって鍵付きの保管庫に保管している。使用量は管理簿

に記入している。 

 いいえ 
C 
評価 

はい 

Q4 

危険物を安全に取り扱うための対策を行っていますか？ 
※保護メガネの着用の義務付けなど 
 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q5 

危険物による災害が発生した場合の対処方法について検討

していますか？ 
 いいえ 

A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(3)-② 機械や刃物等の日常点検・整備・保管を適切に行う。 
 

  
 

 

  

  
 

 

  

  
 

 

  

 
 

 

 

  

 

  

 

  

Q1 

毎日，機械の始動前点検をしていますか？  
いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 

始動前点検簿を作成し，管理していますか？  
いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 
日常点検以外に定期的な点検や整備を行っていますか？  いいえ 

B 
評価 

はい 

Q4 

刃物へのカバー装着や専用容器に入れての保管など，刃物を

安全に保管するための取り決めがありますか？ 
 いいえ 

A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(3)-③ 資機材，設備等を導入・更新する際には，無人化機械等を含め，

可能な限り安全に配慮したものを選択する。 

 

 
 

 

 

  

  
 

 

  

 
 

 

 

  

 

 
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

経年劣化した資機材や消耗品※は更新していますか？ 

※ヘルメットや安全靴，スリング，掃除用品など 
 いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 

設備の更新について検討したことがありますか？  いいえ 
C 
評価 

はい 

Q3 

設備の更新時は，省人型や省力型を選定しようと考えてい

ますか？ 
 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

設備の更新時は，安全装置※がついたものを選定しようと考

えていますか？ 
※インターロック機構など 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(4)-① 職場や個人の状況に応じ，適切な作業分担を行う。また，日々の

健康状態に応じて適切に分担を変更する。 

 

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

 
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

作業経験や健康診断結果，産業医の意見等を踏まえて，作

業分担（作業の転換や労働時間の短縮）をしていますか？ 
 いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 

日々の健康状態を確認し，臨機応変に作業分担をしていま

すか？ 
 いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 
定期的な面談や職場アンケートを通じて従業員の状況を確
認していますか？ 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

作業配置図やスケジュール表などで人員の配置を管理して

いますか？ 
 いいえ 

A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(4)-② 高齢者を雇用する場合は，高齢に配慮した作業環境の整備，作業

管理を行う。 

 

 

 
 

 

  

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

  

  

Q1 

高齢者※はいますか？ 

※65 歳以上の従事者 
【解説】高齢者の年齢の統一的な基準はありませんが，ここでは高
齢社会白書（内閣府）で示される年齢としています。 

 いいえ 
該当
なし 

はい 

Q2 

高齢者と定期的に面談し，困っていることがないか確認し

ていますか？ 
 

いいえ 
D 
評価 

はい 

Q3 

高齢者であることを考慮して，作業内容を決めています

か？ 
 いいえ 

C 
評価 

はい 

Q4 

事業場内の段差解消，滑り止めの敷設，手すりの設置な

ど，高齢者の負担軽減を行っていますか？ 
 いいえ 

B 
評価 

はい 

Q5 

照明の追加や手順書などの書類の文字を大きくするなど高

齢者の視力低下への対策を実施していますか？ 
 いいえ 

A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(4)-③ 安全な作業手順，作業動作，機械・器具の使用方法等を明文化又

は可視化し，全ての従事者が見ることができるようにする。 

 

 

 
 

 

  

  
 

 

  

 
 

 

 

  

 

 
 

 

 
 

 

  

Q1 

作業手順書※が 1 つでもありますか？ 
※帯鋸による平角の製材方法やトラブル発生時の対応方法など具体

的な作業に関わる手順書 

 いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 

作業手順書は常に確認できる場所にありますか？  
いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 
手順書は，写真やイラストを用いて説明していますか？  いいえ 

B 
評価 

はい 

Q4 

手順書の内容の定期的な見直し※はしていますか？ 
※手順書の内容の確認・修正や作業場で汚れた手順書を新しくする

ことなど 

 
いいえ 

A 
評価 

はい 
優良事例： 

手順書にもとづいてトラブ

ル発生時の対応訓練を月１

回行っている。 S 評価 
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1-(4)-④ 現場の危険箇所を予め特定し，改善・整備や注意喚起を行う。 

 

 
 

 

 

  

  
 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

  

 

  

Q1 

これまでに事業場内の危険箇所の把握を行いましたか？  
いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 

事業場内の危険箇所を明示していますか？  
いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 
これまでにリスクアセスメントを行ったことがあります
か？ 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

定期的にリスクアセスメントを実施していますか？  いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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1-(4)-⑤ ４Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃）活動を行う。 

 

  
 

 

  

  
 

 

  

 

 
 

 

  

 

 
 

 

  

 

 

 

  

Q1 

4S 活動を呼びかけていますか？  
いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 

就業時間内に清掃時間を設けていますか？  
いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 

毎日の清掃に加えて，定期的に重点的な清掃※を行っていま

すか？ 
※普段の清掃では行き届かない場所の清掃を行う，いわゆる「大掃

除」のこと 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

清掃以外の取り組み※を行っていますか？ 
※事業場内の整理整頓，しつけを加えた５S活動，4S(5S)活動の推

進会議など 

 
いいえ 

A 
評価 

はい 

S 評価 
優良事例： 

日々の清掃実施状況を記

録し，作業終了後に確実

に清掃された状態を維持

するように努めている。 
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1-(5)-① 行政等への報告義務のない軽微な負傷を含む事故事例やヒヤリ・

ハット事例を積極的に収集・分析・共有し，再発防止策を講じるとともに危

険予知能力を高める。 

 

  
 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

 
 

 

  

 

 

 

  

Q1 

軽微な負傷やヒヤリ・ハットの報告を求めていますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 

軽微な負傷やヒヤリ・ハットの報告などは書式等を用いて

記録していますか？ 
 いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 
ヒヤリ・ハットの報告については，事業場内全体で情報の
共有を行っていますか？ 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

ヒヤリ・ハットの報告内容を分析※し，事業場内の安全対策

に活かしていますか？ 
※ヒヤリ・ハット報告のあった場所などを事業場マップに掲載し，災

害が起きそうな場所を見える化するなど 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
優良事例： 

・関連企業と労働災害報

告などを共有し，自部署

の状況に当てはめた分

析・防止策を検討してい

る。 
・非定常作業の際は事前に

ＫＹ活動を実施している。 
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1-(5)-② 実施した作業安全対策の内容を記録する。 

 

 

 
 

 

  

 

 
 

 

  

  
 

 

  

  
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

安全対策※を実施していますか？ 
※ヒヤリ・ハット報告に基づく現場改善対策や，労働安全に関わる

研修会や講習会の参加，安全衛生委員会の実施，安全パトロールな

ど 

 
いいえ 

D 
評価 

はい 

Q2 

実施した安全対策は記録※していますか？ 
※現場改善対策の実施記録のほか，安全衛生委員会などの議事録や

日常点検簿，ヒヤリ・ハット報告書，参加した研修会や講習会の記

録など 

 

 
いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 

安全対策の記録は保管していますか？  いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

朝礼や掲示板などを通じて事業場内で共有していますか？  いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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2.2.2. 事故発生時に備えることについて 

2-(1)-① 経営者や家族従事者を含めて，労災保険やその他の補償措置を講

じる。 

 

  
 

 

  

 
 

 

 

  

  
 

 

  

  
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

労災保険に加入していますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 

勤務中の怪我は労災保険で対応するよう周知しています

か？ 
 

いいえ 
C 
評価 

はい 

Q3 

事業主やその家族も保険に加入していますか？ 
 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 
民間の保険を活用していますか？  いいえ 

A 
評価 

はい 

S 評価 
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2-(2)-① 事故が発生した場合の対応（救護・搬送，連絡，その後の調査，

労基署への届出，再発防止策の策定等）の手順を明文化する。 

 

  
 

 

  

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

  
 

 

  

 

  

 

  

Q1 

事故発生時の対応方法に決まりがありますか？  いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 

その決まりは，明文化※してありますか？ 
※緊急連絡体制図や応急措置方法の手順書，フローチャート図，避

難経路図など 

 いいえ 
C 
評価 

はい 

Q3 
事故に対応する訓練※を行ったことがありますか？ 
※避難訓練や消火訓練，AED の使用方法訓練など 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 

訓練の頻度は，年に 1 回以上ですか？  いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 



31 

 

2-(3)-① 事故により従事者が作業に従事できなくなった場合等に事業が

継続できるよう，あらかじめ方策を検討する。 

 

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

  

 

  

Q1 

現在，必要な人員を確保できていますか？もしくは，人員

確保のための活動※を実施していますか？ 
※求人募集や就労条件の改善など 

 いいえ 
D 
評価 

はい 

Q2 

特定の 1 名のみしか作業できない業務はないですか？  
いいえ 

C 
評価 

はい 

Q3 

マニュアルなどを整備して，作業の引継ぎができるよう準

備していますか？ 

 

 いいえ 
B 
評価 

はい 

Q4 
ジョブローテーションを実施し，属人化を防いでいます
か？ 

 いいえ 
A 
評価 

はい 

S 評価 
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第３章 パトロールによる安全診断・評価 

3.1 本章の使い方 

⚫ 本章では，評価者が事業場の責任者等と立会いの下で場内を見て回る際に，どこに注目

して何について確認すべきか，20 個のパトロール項目として整理しました。パトロー

ルでは，各項目について実際の状況を確認し，評価ランク（○，△，×）を判断します。 

⚫ 図 3-1 に，パトロール項目の一例を示します。この例の「資材等の整理・整頓」では，

事業場内の資材等の保管状況と最も一致している写真を選び，3 段階（〇，△，×）で

評価します。なお，評価基準は表 3-1 のとおりです。 

 

 
図 3-1 パトロール項目の一例 

 

表 3-1 パトロールの評価基準 

評価ランク 評価の基準 

〇 積極的な対策が行われており，他事業場への模範となる。 

△ 必要な対策は行われているものの改善が望まれる。 

× 対策が行われておらず，抜本的な改善が必要。 

 

※〇△×評価の判断が難しいときには，リスクの過小評価を避けるため，評価結果を１段階

下げて評価します。 

※〇評価であってもその状態を維持し続けるための努力が必要です。「〇評価であっても，

労働災害が“絶対に発生しない”状況ではない」ことに十分に留意してください。  

3.2.1.3 資材等の整理・整頓  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

資材の保管場所が区画線で

示されている。 

資材置き場の区分はないが，

資材がまとまって保管され

ている。 

資材置き場の区分があるが、

区画線をこえて資材が置か

れている。 

資材置き場と通路が区別さ

れておらず、雑然としてい

る。 

 

区画線内に資材が置かれて

いる。 

 

区画線はないが、資材の置

き場が決まっている。 

 

 

区画線をこえて資材が置か

れている。 

 

 

資材が雑然と積まれてお

り、見通しも悪い。 

 

 
フォークリフトの通行の妨

げになるほど資材が雑然と

積まれている。 

 

土場や倉庫を確認する 
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3.2 パトロール項目 

3.2.1 4S 活動の取り組み 

3.2.1.1清掃の実施状況  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

通路上におが屑などがない。 

清掃を効率的に行うための

工夫がある。 

通路上におが屑などがない。 通路上におが屑などが堆積

し，滑りやすい。 

 

 
掃除場所を決めている。 

 

 
掃除当番表や記録簿がある。 

 

 

 
おが屑がなく，区画線がはっき

りみえる。 

 

 
床面がおが屑でみえない。 

 

 
階段におが屑が堆積し，滑って

転落する恐れがある。 

  

通路の床面を確認する 

おが屑がないか？床の区画線が見えるか？ 
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3.2.1.2機械設備の整理・整頓  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

使用されていない機械・設

備がない。 

使用されていない機械・設備

があるものの，ある区画にま

とまっている。 

使用見込みのない機械・設備

が作業場内にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
屋外に廃棄予定の機械を置いて

いる。 

 

 
廃棄予定の機器等がまとめて置

いてある。 

 

 

 
使用見込みがない，または廃棄

予定の機器等が作業場内に設置

されている。 

 

 

  

長期間使用されていない様子の

機械や設備がないか確認する 
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3.2.1.3資材等の整理・整頓  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

資材の保管場所が区画線で

示されている。 

資材置き場の区分はないが，

資材がまとまって保管され

ている。 

資材置き場の区分があるが，

区画線をこえて資材が置か

れている。 

資材置き場と通路が区別さ

れておらず，雑然としてい

る。 

 

 
区画線内に資材が置かれている 

 

 
区画線はないが，資材の置き場

が決まっている。 

 

 
区画線をこえて資材が置かれて

いる。 

 

 

 
資材が雑然と積まれており，見

通しも悪い。 

 

 
フォークリフトの通行の妨げに

なるほど資材が雑然と積まれて

いる。 

  

土場や倉庫を確認する 
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3.2.1.4工具・刃物等の整理・整頓  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

道具や刃物の保管場所が定

められている。 

刃物にはカバーがついてい

る。 

道具が乱雑に置かれている。 

刃物にはカバーがついてい

いる。 

道具が乱雑に置かれている。 

刃物にはカバーがついてい

ない。 

 

 
道具の保管場所が決まってお

り，すぐに取り出せる。 

 

 
帯鋸はカバーを付け，決まった

場所に保管している。 

 

 
丸鋸は箱に入れてある。 

 

 
作業台に道具が乱雑に置かれて

おり，丸鋸もむき出しのまま置

かれている。 

 

 
資材の上にペットボトルなどが

置かれている。 

 

 
帯鋸にカバーがついていない。 

 

 
カバーのついていないチェーン

ソーが床に放置されている。 

  

工具と刃物の保管状況を確認

する 
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3.2.2 墜落・転落・転倒・激突への対策 

3.2.2.1墜落への対策  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

落ちる危険がある作業床に

は柵が設置してある。加え

て，ヘルメットなどの墜落

対策がある。 

高所には柵がある。 高所に柵がない。 

 

 
わずかな高さの作業床にも柵

がある。 

 

 
トラック上で，ヘルメットと墜

落制止用器具を着用している。 

 

 
１m 程度以上の高さの作業床

には，柵が設けられている。 

 

 
1m 程度の作業床に柵がない。 

 

  

高所（地面より高く，落ちたら危ない場所）

を確認する 
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3.2.2.2転落への対策  

○ 評価 △ 評価 × 評価 
階段に手すりがある。 

ステップには滑り止め加工や

段差の目立つ工夫がされてい

る。 

階段に手すりがある。 手すりのない階段がある。 

 

 
滑り止めがあるステップ 

 

 
転落防止のための掲示がある 

 

 
わずかな階段でも手すりがある 

 

 
わずかな階段でも手すりがある 

 

 
手すりがない階段 

 

 
階段に手すりがなく，段差には

おが粉が堆積しており，滑りや

すい。 

 

  

階段を確認する 
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3.2.2.3転倒への対策  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

転倒防止のための対策がさ

れている。 

転倒防止のための注意喚起

がある。 

左記のような対策や注意喚

起が行われていない。 

 

 
コード類は固定してある。 

 

 
地面の凹凸を鉄板などでふさい

である。 

 

 
スロープに滑り止めを設定して

いる。 

 

 
段差にトラテープがはってあ

る。 

 

 

 
段差の注意喚起 

 

 
段差に目立つ工夫がない。 

 

 
コード類でつまずく危険があ

る。 

 

 
地面に凹凸がある。そのため，

水たまりができている。 

  

つまずきやすいところがないか確認する 
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3.2.2.4車両等との激突への対策  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

注意喚起に加えて，激突防止

のための工夫がある。 

激突防止のための注意喚起

がある。 

見通しの悪い場所に注意喚

起や激突防止のための工夫

がない。 

 

 
見通しの悪い場所での 

ミラーの設置 

 

 
フォークリフトの点灯などによ

って周囲に存在を知らせる工夫 

 

 
歩行者専用レーンの設置 

 

 

 
注意喚起の例 

 

 
フォークリフトの制限速度表示 

 

 
一時停止線 

 

 
積み上げられた資材によって見

通しが悪い場所 

 

 
積み上げられた資材によって見

通しが悪い場所 

  

車両の通路を確認する 
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3.2.3 作業環境および作業者の安全対策 

3.2.3.1熱中症への対策  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

扇風機や送風機等が設置さ

れている。さらに，工場内で

温湿度環境の見える化が行

われている。 

扇風機や送風機等が設置さ

れている。 

左記のような熱中症対策が

行われていない。 

 

 
熱中症指数の提示 

 

 
熱さ指数（WBGT）の表示によ

る環境の見える化 

 

 
スポットクーラーの設置 

 

 
扇風機の設置 

 

 
空調服の支給 

 

 

  

場内での熱中症対策を確認する 
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3.2.3.2騒音への対策  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

騒音源がない。あるいは，各

作業場に騒音管理区分が示

されており，耳栓等を着用し

ている。 

騒音管理区分が示されてい

るが，耳栓を着用していな

い。 

騒音源があるのにもかかわ

らず，騒音管理区分が示され

ていない。耳栓を着用してい

ない。 

 

 

管理区分の表示 

 

 

騒音管理区分での耳栓の着用 

 

 

 

製材機付近での耳栓未着用 

 

  

製材機やチッパー機の周りを確認する 



43 

 

3.2.3.3作業環境における照度の状況  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

工場内に十分な照度があり，

奥まで見通せる。 

工場は全体的に暗いが，作業

に応じて照度が十分ある。 

工場が全体的に暗く，手元の

マニュアルが見にくい。 

 

LED に取り換え， 

全体的に明るい。 

 

 
照明の追加設置 

 

 

 
作業机などのスペースに個別の

照明がある。 

 

 

  

暗いところで作業してい

ないか確認する 
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3.2.3.4作業者の負担軽減への取り組み  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

作業者が着座による作業を

行っている。 

重筋作業が低減されている。 

無理のない姿勢で作業がで

きる。 

無理な姿勢で作業している。 

 

 
着座による作業 

 

 
バキュームリフトの導入 

 

 
作業スペースに余裕がある。 

 

 
昇降リフターによる 

無理のない姿勢での作業 

 

 

 
資材等が近傍に多く， 

窮屈な状況 

 

 
資材の運搬時に，かがむ必要が

ある。 

  

従業員の作業状況を

確認する 
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3.2.3.5作業者の服装  

○ 評価 △ 評価 × 評価 
必要な保護具を正しく着用し

ている。 

着用すべき保護具が明示され

ている。 

必要な保護具を正しく着用し

ている。 

必要な保護具を着用していな

い。あるいは，保護具を着用

しているが，正しく着用でき

ていない。 

 

 

 
正しい服装や着用すべき 

保護具の提示 

 

 
着用禁止の掲示 

 

 
保護具を人数分用意する。 

 

 

 
 

 

 
保護帽や作業帽の未着用 

 

 
ヘルメットから頭髪が飛び出て

おり，巻き込まれる危険がある。 

 

 
頭に巻いたタオルや服のフード

が巻き込まれる危険がある。 

  

ヘルメットのほか，作業内容に応じて 

保護メガネや耳栓，マスクなどを確認する 
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3.2.4 機械設備に関する安全対策 

3.2.4.1機械設備の整備状況  

○ 評価 △ 評価 × 評価 
機械に明らかな故障や応急処

置がない。 

応急処置がなされた状態で使

用している。 

破損している状態で使用して

いる。 

  

 
応急処置の例 

 

 

 
丸鋸のカバーが破損している 

 

  

壊れたままの機械設備が使われていない

か確認する 
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3.2.4.2駆動部への巻き込まれ対策  

○ 評価 △ 評価 × 評価 
人が近づく駆動部にはカバー

が設置してある。 

人が近づく駆動部にカバーが

ない場合もあるが，注意喚起が

ある。 

人が近づく駆動部にカバーが

なく，注意喚起もない。 

 

 
カバーの例① 

 

 
カバーの例② 

 

 
注意喚起の例① 

 

 
注意喚起の例② 

 

 

 
むき出しの駆動部の例① 

 

 
むき出しの駆動部の例② 

  

コンベヤーやデッキなどを

確認する 
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3.2.4.3注意喚起や作業主任者の掲示  

○ 評価 △ 評価 × 評価 
注意喚起が随所にある。 

作業主任者が確認できる。 

注意喚起はあるものの内容が

判別できない。 

作業主任者の掲示があるもの

の氏名が判別できない。 

危険箇所に注意喚起がない。 

作業主任者の掲示がない。 

 

 
注意喚起の例 

 

 
正・副の作業主任者の掲示 

 

 
操作盤に点検中の表示 

 

 
母国語での併記 

 

 
日焼けで内容が不明 

 

 
破けて内容が不明 

 

 
作業主任者の掲示はあるが， 

氏名が未記入 

 

  

掲示物を確認する 
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3.2.4.4立入禁止区域の表示  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

ロープ等で立入禁止区域に

容易に侵入できない。 

立入禁止区域を示している

が，ロープ等を設置していな

い。 

立入禁止区域が示されてい

ない。 

 

 
立ち入り禁止の表示とともに，

ロープで侵入を防いでいる。 

 

 
インターロック機構の採用 

 

 
立入禁止であることはわかる

が，階段にロープや柵がないた

め，容易に侵入できる。 

 

 
物理的な立ち入り禁止対策が 

取られていない状況 

 

 

 

  

送材車付き帯鋸盤では必ず確認する 
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3.2.5 非常事態に対する備え 

3.2.5.1消火栓・消火器の近傍の状況  

○ 評価 △ 評価 × 評価 
消火栓前は区画線でスペー

スを確保している。 

配置マップや大きな看板な

どで消火栓や消火器の位置

が把握しやすい。 

消火栓等の前に資材等が置

かれていない。 

消火栓等の前に資材等が置

かれている。 

消火器等の掲示に不備があ

る。 

 

 
目線高さに掲示がある 

 

 
消火栓前のスペース確保 

 

 
遠くからでも消火栓の位置がわ

かるよう高い場所に掲示があ

る。 

 

 
消火器の前がふさがれていな

い。 

 

 
消火栓等の前に十分なスペース

がある。 

 

 
消火栓等をふさいでおり，すぐ

に使用できない。 

 

 
消火栓等をふさいでいる例② 

 

 
消火器の掲示があるのにもかか

わらず消火器がない。 

  

消火設備を確認する 
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3.2.5.2緊急時の対応  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

緊急時の連絡フロー図があ

る。さらに，応急処置の方法

や避難経路などの掲示によ

り，緊急時に慌てずに対処す

るための工夫がある。 

緊急時の連絡フロー図が掲

示されている。 

緊急時の対応に関わる掲示

がない。 

 

 
通報時に伝えるべき情報 

 

 
応急措置方法の掲示① 

 
応急処置方法の掲示② 

 
避難経路の掲示 

 

 
緊急連絡網の掲示① 

 

 
緊急連絡網の掲示② 

 

  

緊急対応に関する掲示物を確認する 
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3.2.5.3事業場内の異常事態の確認方法  

○ 評価 △ 評価 × 評価 

カメラ等により，異常事態の

確認および記録する手段が

ある。 

異常事態を確認する手段が

整っている。（電話機の設置

や無線機等の携帯，非常通

報ボタンなど） 

現場の異常事態を確認する

手段がない。 

 

  

  

場内の緊急対応に関する

設備を確認する 
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付録 

 

付録として，以下のテンプレートを掲載しました。 

 

⚫ 評価シート（ｐ．５４～５６）：安全診断・評価の結果を評価者が記録するためのテンプ

レートです。 

⚫ 事前アンケート（ｐ．５７～６０）：事前準備として，ヒアリングする内容を事業場側に

伝えるために送付する事前アンケートのテンプレートです。事業場側は当日までに回答

しておくことで，当日の安全診断・評価をスムーズに行えます。 

⚫ 安全診断・評価報告書（ｐ．６１～６５）：後日，結果の報告をするためのテンプレート

です。評価ランクだけでなく，評価理由や改善提案も記入します。 

⚫ 参考資料（ｐ．６６～６７）：林野庁ＨＰに掲載されている「農林水産業・食品産業の作

業安全のための規範（個別規範：木材産業）」です。 
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ヒアリング評価シート(1/2) 

実施日：      

実施者 氏名：      

ヒアリング事項 

S～D の

いずれか

を記入 

2
.2

.1

作
業
安
全
確
保
の
た
め
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て 

1-(1)-① 
作業事故防止に向けた方針を表明し，具体的な目標を設定

する。 
 

1-(1)-② 
知識，経験等を踏まえて，安全対策の責任者や担当者を選任

する。 
 

1-(1)-③ 

作業安全に関する研修・教育等を行う。外国人技能実習生等

を受け入れている場合は，確実に内容を理解できる方法に

より行う。また，作業安全に関する最新の知見や情報の幅広

い収集に努める。 

 

1-(1)-④ 
適切な技能や免許等が必要な業務には，有資格者を就かせ

る。 
 

1-(1)-⑤ 
職場での朝礼や定期的な集会等により，作業の計画や安全

意識を周知・徹底する。 
 

1-(1)-⑥ 安全対策の推進に向け，従事者の提案を促す。  

1-(2)-① 関係法令等を遵守する。  

1-(2)-② 
木材加工用機械等，資機材等の使用に当たっては，取扱説明

書の確認等を通じて適切な使用方法を周知・徹底する。 
 

1-(2)-③ 
作業時の服装や保護具について作業に応じ，安全に配慮し

た服装や保護具等を着用させる。 
 

1-(2)-④ 
日常的な確認や健康診断，ストレスチェック等により，健康

状態の管理を行う。 
 

1-(2)-⑤ 
作業中に必要な休憩を設ける。また，暑熱環境下では水分や

塩分摂取を推奨する。 
 

1-(2)-⑥ 
作業安全対策に知見のある第三者等によるチェック及び指

導を受ける。 
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ヒアリング評価シート(2/2) 

ヒアリング事項 

S～D の

いずれか

を記入 

2
.2

.1

作
業
安
全
確
保
の
た
め
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て 

1-(3)-① 
燃料や薬品など危険性・有害性のある資材は，適切に保管

し，安全に取扱う。 
 

1-(3)-② 機械や刃物等の日常点検・整備・保管を適切に行う。  

1-(3)-③ 
資機材，設備等を導入・更新する際には，無人化機械等を含

め，可能な限り安全に配慮したものを選択する。 
 

1-(4)-① 
職場や個人の状況に応じ，適切な作業分担を行う。また，

日々の健康状態に応じて適切に分担を変更する。 
 

1-(4)-② 
高齢者を雇用する場合は，高齢に配慮した作業環境の整備，

作業管理を行う。 
 

1-(4)-③ 

安全な作業手順，作業動作，機械・器具の使用方法等を明文

化又は可視化し，全ての従事者が見ることができるように

する。 

 

1-(4)-④ 
現場の危険箇所を予め特定し，改善・整備や注意喚起を行

う。 
 

1-(4)-⑤ ４Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃）活動を行う。  

1-(5)-① 

行政等への報告義務のない軽微な負傷を含む事故事例やヒ

ヤリ・ハット事例を積極的に収集・分析・共有し，再発防止

策を講じるとともに危険予知能力を高める。 

 

1-(5)-② 実施した作業安全対策の内容を記録する。  

2
.2

.2
.

事
故
発
生
時
に
備

え
る
こ
と
に
つ
い
て 

2-(1)-① 
経営者や家族従事者を含めて，労災保険やその他の補償措

置を講じる。 
 

2-(2)-① 

事故が発生した場合の対応（救護・搬送，連絡，その後の調

査，労基署への届出，再発防止策の策定等）の手順を明文化

する。 

 

2-(3)-① 
事故により従事者が作業に従事ができなくなった場合等に

事業が継続できるよう，あらかじめ方策を検討する。 
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パトロール評価シート 

実施日：      

実施者 氏名：      

安全パトロールによるチェック内容 

○△×の

いずれか

を記入 

3.2.1 

4S 活動の取

り組み 

3.2.1.1 清掃の実施状況  

3.2.1.2 機械設備の整理・整頓  

3.2.1.3 資材等の整理・整頓  

3.2.1.4 工具・刃物等の整理・整頓  

3.2.2 

墜落・転落・

転倒・激突へ

の対策 

3.2.2.1 墜落への対策  

3.2.2.2 転落への対策  

3.2.2.3 転倒への対策  

3.2.2.4 激突への対策  

3.2.3 

作業環境お

よび作業者

の安全対策 

3.2.3.1 熱中症への対策  

3.2.3.2 騒音への対策  

3.2.3.3 作業環境における照度の状況  

3.2.3.4 作業者の負担軽減への取り組み  

3.2.3.5 作業者の服装  

3.2.4 

機械設備に

関する安全

対策の状況 

3.2.4.1 機械設備の整備状況  

3.2.4.2 駆動部への巻き込まれ防止  

3.2.4.3 注意喚起や作業主任者の掲示  

3.2.4.4 立ち入り禁止区域の表示  

3.2.5 

非常事態に

対する備え 

3.2.5.1 消火栓・消火器の近傍の状況  

3.2.5.2 緊急時の対応  

3.2.5.3 事業場内の異常事態の確認方法  

  



57 

 

事前アンケートテンプレート 
※林野庁 HP「農林水産業・食品産業の作業安全のための規範（林業・木材産業）チェックシート」

（https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/seisankakou/anzenkihan.html）を基に作成。 

事業所名 ○○製材 ××工場 記入日 令和   ６ 年    ７ 月    ４ 日 

    ※赤字は記入例 

   回答欄 

No. 具体的な事項 質問項目 

自己評価 

○:実施している 

×:実施していない 

△:今後，実施予定 

－:該当しない 

自己評価の根拠やアピールポイント 

1 
作業安全確保のために必要な対策

を講じる 
    

  

1-(1) 人的対応力の向上       

1-(1)-① 
作業事故防止に向けた方針を表明

し，具体的な目標を設定する。 

具体的な目標を設定しているか。 

（「安全第一」や「労災ゼロ」など

のスローガンではなく，「機械停止

時には停止中の札を掲げる」や「こ

まめに水分補給する」など） 

○ 

・今年の目標は「指差呼称 大きな声で はっきりと」である。 

・目標は場内に掲示し，従業員に周知している（添付写真）。 

・目標は１年ごとに更新している。 

1-(1)-② 
知識，経験等を踏まえて，安全対

策の責任者や担当者を選任する。 

安全管理者や衛生管理者，安全衛生

推進者等が選任されているか。 
○ 

・安全衛生推進者を選任している。 

・事務所内に掲示し，従業員に周知している（添付写真参照）。 

・安全衛生推進者の業務は，「作業安全に関する社内研修」や

「場内パトロール」などである。 

1-(1)-③ 

作業安全に関する研修・教育等を

行う。外国人技能実習生等を受け

入れている場合は，確実に内容を

理解できる方法により行う。ま

た，作業安全に関する最新の知見

や情報の幅広い収集に努める。 

従業員の雇入れ時に作業安全に関す

る社内研修・教育を実施している

か。 

○ 

・雇入れ時に作業安全に関する社内研修・教育を実施している

（添付資料：研修テキスト）。 

・外国人がいる場合には，研修資料に母国語を併記している。 

・林災防などが主催する研修会や講演会に参加し，情報収集に努

めている。 

1-(1)-④ 
適切な技能や免許等が必要な業務

には，有資格者を就かせる。 

有資格者を配置しているか。（木材

加工用機械作業主任者やはい作業主

任者，ボイラー取扱作業主任者，フ

ォークリフト運転者など） 

○ 

・全従業員がフォークリフト技能講習を受講済みである（添付資

料：有資格者の一覧表）。 

・複数人が木材加工用機械作業主任者技能講習を受講しており，

作業主任者が不在でも事業を継続できるようにしている。 

・受講にかかる費用は会社が負担している。 

自己評価の理由や積極的に取り組んでいること

について記入。参考となる資料や写真の準備 

○×を記入 
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1-(1)-⑤ 

職場での朝礼や定期的な集会等に

より，作業の計画や安全意識を周

知・徹底する。 

朝礼を実施し，作業安全について注

意喚起しているか。 
○ 

・毎朝朝礼に全従業員が参加している。 

・朝礼時には作業安全に関する注意喚起やヒヤリ・ハット事例の

共有なども実施している。 

・ラジオ体操を実施している。 

・月例安全衛生委員会を実施し議事内容を従業員に周知してい

る。 

1-(1)-⑥ 
安全対策の推進に向け，従事者の

提案を促す。 

改善提案記入用紙の整備や，職場巡

回や定例会議での意見収集，報奨金

制度などで従業員の改善提案を促し

ているか。 

○ 

・職場巡回時に直接意見を聞いている。 

・改善提案記入用紙に記入し提出させている（添付資料参照）。 

・改善提案者には，クオカードを配布している。 

1-(2) 
作業安全のためのルールや手順の

順守 
      

1-(2)-① 関係法令等を遵守する。 
安衛法や消防法など関係法令を遵守

しているか。 
○ 

・関係法令を適切に順守している。 

・フォークリフトの定期点検を実施している。 

・遵守すべき法令については掲示し，従業員に周知している。 

・法令順守のために，専門家の助言を定期的に受けている。 

1-(2)-② 

木材加工用機械等，資機材等の使

用に当たっては，取扱説明書の確

認等を通じて適切な使用方法を周

知・徹底する。 

取扱説明書を機械のそばに保管し，

いつでも参照できるか。 
○ 

・取説は事務所に保管し，コピーを機械のそばに保管している。 

・はじめて機械を操作する従業員には経験者が直接指導してい

る。 

・取説はわかりづらいので，写真付きの操作手順書を作成し機械

のそばに置いている（添付資料参照）。 

1-(2)-③ 
作業に応じ，安全に配慮した服装

や保護具等を着用させる。 

作業服や安全靴，ヘルメットなどを

着用させているか。 
○ 

・ヘルメット，安全靴，長袖作業服の着用を義務付けている。 

・作業に応じて保護具（保護メガネ，耳栓，チャップスなど）を

着用している。 

・ヘルメットは会社が支給している。 

・来場者にもヘルメットの着用を義務付けている。 

1-(2)-④ 

日常的な確認や健康診断，ストレ

スチェック等により，健康状態の

管理を行う。 

定期健康診断を実施しているか。 ○ 

・健康診断を実施している。 

・ストレスチェックを実施している。 

・ハラスメント対策として，相談窓口を設置し，従業員に周知し

ている。 

1-(2)-⑤ 

作業中に必要な休憩を設ける。ま

た，暑熱環境下では水分や塩分摂

取を推奨する。 

法令で定められた以上の休憩時間を

設定しているか。 
○ 

・休憩時間は，10:00-10:15，12:00-13:00，15:00-

15:15 の間である。 

・作業中でも飲めるよう，作業場に水筒を置かせている。 

・スポーツドリンクや塩飴を支給している。 

・空調服を貸与している。 
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1-(2)-⑥ 

作業安全対策に知見のある第三者

等によるチェック及び指導を受け

る。 

第三者によるチェックを実施したこ

とがあるか。（第三者には，労働安

全コンサルタントなどの有資格者や

林災防などの団体職員の他，近隣の

同業者も含む） 

○ 

・労働安全コンサルタントによる場内パトロールを実施したこと

がある。 

・工業団地内の事業者とともにパトロールを年に１回実施してい

る。 

1-(3) 資機材，設備等の安全性の確保       

1-(3)-① 

燃料や薬品など危険性・有害性の

ある資材は，適切に保管し，安全

に取扱う。 

燃料や薬品を適切に管理している

か。（保管場所の設定や鍵付き保

管，使用量の記録など） 

○ 

・危険物倉庫を設置している。 

・化学物質は鍵付き保管庫に保管し，使用量を台帳で記録してい

る。 

1-(3)-② 
機械や刃物等の日常点検・整備・

保管を適切に行う。 
始業前点検を毎日行っているか。 ○ 

・毎日，始業前点検を実施している。 

・点検簿がある（添付資料参照）。 

・月例点検も実施している。 

・刃物を取り外す際は，耐切創手袋を着用する。 

・取り外した刃物はカバーをつけて保管している。 

1-(3)-③ 

資機材，設備等を導入・更新する

際には，無人化機械等を含め，可

能な限り安全に配慮したものを選

択する。 

新たに機械を購入・更新するときに

は，安全に配慮されたものを検討し

ているか。 

○ 
・省人化のために新たに機械を導入した。 

・現在，導入検討している機械には安全装置が備わっている。 

1-(4) 作業環境の整備       

1-(4)-① 

職場や個人の状況に応じ，適切な

作業分担を行う。また，日々の健

康状態に応じて適切に分担を変更

する。 

作業経験や健康診断による医師の意

見を考慮して，作業の転換や労働時

間の短縮を行っているか。 

○ 

・作業経験や医師の意見を考慮して，作業の転換や労働時間の短

縮を行っている。 

・ラジオ体操を通じて，その日の体調を把握している。 

1-(4)-② 

高齢者を雇用する場合は，高齢に

配慮した作業環境の整備，作業管

理を行う。 

高齢者に配慮した作業環境の整備

（十分な照明の設置，階段手すりの

設置，通路の段差の解消など）を行

っているか。 

○ 

・高齢者は○○人いる。 

・高齢者には，重量物の運搬等の作業はさせていない。 

・高齢者からの改善提案を聴取している。 

・照明を LED に切り替えた。 

1-(4)-③ 

安全な作業手順，作業動作，機

械・器具の使用方法等を明文化又

は可視化し，全ての従事者が見る

ことができるようにする。 

作業手順書（刃物の交換方法，トラ

ブル発生時の対応方法など）が１つ

でもあるか。 

○ 

・非定常時対応マニュアルを操作盤の横にぶら下げている。（添

付資料参照）。 

・写真付きの作業手順書を掲示している。 

・作業手順書は定期的に見直し，アップデートしている。 

1-(4)-④ 
現場の危険箇所を予め特定し，改

善・整備や注意喚起を行う。 

危険個所には注意喚起（立ち入り禁

止，頭上注意，段差注意，巻き込ま

れ注意など）があるか。 

○ 

・パトロールを月１回実施し，危険個所を特定している。 

・危険個所には注意喚起を掲示している。 

・リスクアセスメントを実施している（添付資料：実施記録）。 

1-(4)-⑤ 
４Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃）

活動を行う。 
就業時間内に清掃を行っているか。 ○ 

・毎日，終業前に１５分の清掃時間がある。 

・月例の大掃除を実施している（添付資料：清掃点検簿）。 
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1-(5) 
事故事例やヒヤリ・ハット事例な

どの情報の分析と活用 
      

1-(5)-① 

行政等への報告義務のない軽微な

負傷を含む事故事例やヒヤリ・ハ

ット事例を積極的に収集・分析・

共有し，再発防止策を講じるとと

もに危険予知能力を高める。 

社内でおきたヒヤリ・ハット事例を

収集しているか。 
○ 

・ヒヤリ・ハット事例は報告用紙に記入させている（添付資料参

照）。 

・ヒヤリ・ハット事例は日報に記入させ，従業員が閲覧してい

る。 

・安全衛生委員会でヒヤリ・ハット事例の対策を検討している。 

1-(5)-② 
実施した作業安全対策の内容を記

録する。 

安全対策の記録があるか。（現場改

善対策の実施記録のほか，安全衛生

委員会などの議事録や日常点検簿，

ヒヤリ・ハット報告書，参加した研

修会や講習会の記録など） 

○ 

・現場の危険個所の改善を行ったあと，その内容を記録してい

る。 

・講習会の参加報告書を作成し，従業員が閲覧できるようにして

いる。 

・日常点検簿を事務所で保管している。 

2 事故発生時に備える       

2-(1) 
労災保険への加入等，補償措置の

確保 
      

2-(1)-① 

経営者や家族従事者を含めて，労

災保険やその他の補償措置を講じ

る。 

民間の労災保険にも加入している

か。 
○ ・民間の労災保険に加入している。 

2-(2) 
事故後の速やかな対応策，再発防

止策の検討と実施 
      

2-(2)-① 

事故が発生した場合の対応（救

護・搬送，連絡，その後の調査，

労基署への届出，再発防止策の策

定等）の手順を明文化する。 

対応手順が明文化されているか。 

（緊急連絡体制図や応急措置方法の

手順書，フローチャート図，避難経

路図など） 

○ 

・事故発生時の対応手順をフローチャート（添付資料）にし，場

内に掲示している。 

・救命講習を受けたことがある。 

・消火訓練を年に１回実施している。 

2-(3) 事業継続のための備え       

2-(3)-① 

事故により従事者が作業に従事が

できなくなった場合等に事業が継

続できるよう，あらかじめ方策を

検討する。 

その従業者が不在でも他の従業者が

代理で対応できるような仕組みがあ

るか。（ジョブローテーションによ

る業務の属人化防止など） 

○ 
・ジョブローテーションを実施している。 

・有資格者が複数人いる。 
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安全診断・評価報告書テンプレート 

 

貴事業所で実施しました，作業安全に関する取り組み状況に関するヒアリング調査と事業場内パトロ

ールの結果について，以下に報告します。 

※赤字は記入例 

１. 実施概要 

実 施 日：２０××年●●月△△日 

事 業 所 名：○○製材（株）××工場 

  所 在 地：○○県××市 

  従 業 員 数：○○人 

  業 種：製材 

  素材消費量：××ｍ３/年 

  設 置 機 械：帯鋸盤 2 台，丸鋸盤２台 

  診断実施者：●● 

   〃  立会者：●● 

 

２. ヒアリング結果 

 ヒアリングでは，林野庁 HP（https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/seisankakou/anzenkih

an.html）で公開されている「農林水産業・食品産業の作業安全のための規範（個別規範：木材産業）

事業者向け」に記載されている作業安全のために取り組むべき基本的事項（全 25 項目）について５段

階で評価しました。評価結果とコメント（評価理由や改善提案など）を表１に示しました。なお，評価

基準は以下の通りです。 

 

S 評価：当該事項に対して，顕著な取り組みが行われており，他事業場への模範となる。 

A 評価：当該事項に対して，積極的な取り組みが行われている。 

B 評価：当該事項に対して，取り組みが行われている。 

C 評価：当該事項に対して，最低限の取り組みが行われているものの改善が必要。 

D 評価：当該事項に対して，取り組みが全く行われておらず，抜本的な改善が必要。 
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表１ ヒアリング結果 

No. ヒアリング事項 
評価
結果 

コメント 

1 作業安全確保のために必要な対策を講じる 

1-(1) 人的対応力の向上 

1-(1)-① 
作業事故防止に向けた方針を表明し，
具体的な目標を設定する。 

A 定期的に目標を更新するとよい。 

1-(1)-② 
知識，経験等を踏まえて，安全対策の
責任者や担当者を選任する。 

S  

1-(1)-③ 

作業安全に関する研修・教育等を行
う。外国人技能実習生等を受け入れて
いる場合は，確実に内容を理解できる
方法により行う。また，作業安全に関
する最新の知見や情報の幅広い収集
に努める。 

B 
採用時にしか研修を行っていない。 
採用後も継続して安全に関する研修や講習会
に参加する。 

1-(1)-④ 
適切な技能や免許等が必要な業務に
は，有資格者を就かせる。 

S 
資格取得のための費用を会社が負担してい
る。 

1-(1)-⑤ 
職場での朝礼や定期的な集会等によ
り，作業の計画や安全意識を周知・徹
底する。 

 
 

1-(1)-⑥ 
安全対策の推進に向け，従事者の提案
を促す。 

  

1-(2) 作業安全のためのルールや手順の順守 

1-(2)-① 関係法令等を遵守する。   

1-(2)-② 

木材加工用機械等，資機材等の使用に
当たっては，取扱説明書の確認等を通
じて適切な使用方法を周知・徹底す
る。 

  

1-(2)-③ 
作業に応じ，安全に配慮した服装や保
護具等を着用させる。 

  

1-(2)-④ 
日常的な確認や健康診断，ストレスチ
ェック等により，健康状態の管理を行
う。 

  

1-(2)-⑤ 
作業中に必要な休憩を設ける。また，
暑熱環境下では水分や塩分摂取を推
奨する。 

  

1-(2)-⑥ 
作業安全対策に知見のある第三者等
によるチェック及び指導を受ける。 

  

1-(3) 資機材，設備等の安全性の確保 

1-(3)-① 
燃料や薬品など危険性・有害性のある
資材は，適切に保管し，安全に取扱う。 

  

1-(3)-② 
機械や刃物等の日常点検・整備・保管
を適切に行う。 

  

1-(3)-③ 
資機材，設備等を導入・更新する際に
は，無人化機械等を含め，可能な限り
安全に配慮したものを選択する。 

  

1-(4) 作業環境の整備 

1-(4)-① 
職場や個人の状況に応じ，適切な作業
分担を行う。また，日々の健康状態に
応じて適切に分担を変更する。 

  

S 未満の場合は，改善提案を記入。 

S の場合は，評価理由を記入。 
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1-(4)-② 
高齢者を雇用する場合は，高齢に配慮
した作業環境の整備，作業管理を行
う。 

  

1-(4)-③ 

安全な作業手順，作業動作，機械・器
具の使用方法等を明文化又は可視化
し，全ての従事者が見ることができる
ようにする。 

  

1-(4)-④ 
現場の危険箇所を予め特定し，改善・
整備や注意喚起を行う。 

  

1-(4)-⑤ 
４Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃）活動
を行う。 

  

1-(5) 事故事例やヒヤリ・ハット事例などの情報の分析と活用 

1-(5)-① 

行政等への報告義務のない軽微な負
傷を含む事故事例やヒヤリ・ハット事
例を積極的に収集・分析・共有し，再
発防止策を講じるとともに危険予知
能力を高める。 

  

1-(5)-② 
実施した作業安全対策の内容を記録
する。 

  

2 事故発生時に備える 

2-(1) 労災保険への加入等，補償措置の確保 

2-(1)-① 
経営者や家族従事者を含めて，労災保
険やその他の補償措置を講じる。 

 
 

2-(2) 事故後の速やかな対応策，再発防止策の検討と実施 

2-(2)-① 

事故が発生した場合の対応（救護・搬
送，連絡，その後の調査，労基署への
届出，再発防止策の策定等）の手順を
明文化する。 

  

2-(3) 事業継続のための備え 

2-(3)-① 

事故により従事者が作業に従事がで
きなくなった場合等に事業が継続で
きるよう，あらかじめ方策を検討す
る。 
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３. 事業場内パトロール結果 

 パトロールでは，場内に潜在する不安全箇所等に対する取り組み状況を 3 段階で評価しました。表 2

に評価結果を評価の根拠となる写真とともに示しました。なお，評価基準は以下の通りです。 

 

○評価： 十分な対策が行われており，他事業場への模範となる。 

△評価： 必要な対策は行われているものの改善が望まれる。 

×評価： 対策が行われておらず，抜本的な改善が必要。 

 

表 2 パトロール結果 

No. パトロール項目 
評価

結果 
写真 

１ ４Ｓに対する取り組み状況 

１-1 
清掃の実施状況（通路上のおが

屑等の清掃について） 
× 

 

 
通路におが屑の堆積がある。 

1-２ 
整理・整頓の実施状況（機械設

備） 
 

  

1-３ 
整理・整頓の実施状況（資材

等） 
 

 

 

1-４ 
整理・整頓の実施状況（工具・

刃物等） 
 

 

 

2 墜落・転落や転倒および激突への対策状況 

2-1 
作業床（高所）に対する対策状

況 
 

 

2-2 階段手すりの設置状況   

2-3 転倒防止の対策状況   

2-4 車両等との激突防止の対策状況   

3 作業環境および作業状況に関する安全対策の状況 

3-1 熱中症への対策状況   

3-2 騒音への対策状況   

3-3 作業環境における照度の状況   

3-4 作業スペースの確保状況   

3-5 
作業者が着用している服装の状

況 
 

 

4 機械設備に関する安全対策の状況 

4-1 機械設備の整備状況   

評価の根拠となる写真を張り付け，説

明文を記入する。 
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4-2 
駆動部への巻き込まれに対する

対策状況 
 

 

 

5 安全対策の掲示に関する状況 

5-1 注意喚起の掲示状況   

5-2 立ち入り禁止区域の表示状況   

6 非常時への備えの状況 

6-1 消火栓・消火器の近傍の状況   

6-2 
非常時における対処方法の掲示

状況 
  

6-3 工場内の異常の確認方法の状況   

 

４. 安全診断・評価を受けて改善した内容 

 

 

 

 

 

 

事業所側が報告書を踏まえて改善を実施した場合に， 

その内容をここに記入し記録する。 
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参考資料 

「農林水産業・食品産業の作業安全のための規範（個別規範：木材産業）」 

事業者向け 

令和３年２月 26 日 

林野庁 

 

１ 作業安全確保のために必要な対策を講じる 

（１）人的対応力の向上（共通規範３（１）関係） 

① 作業事故防止に向けた方針を表明し，具体的な目標を設定する。 

② 知識，経験等を踏まえて，安全対策の責任者や担当者を選任する。 

③ 作業安全に関する研修・教育等を行う。外国人技能実習生等を受け入れている場 

合は，確実に内容を理解できる方法により行う。また，作業安全に関する最新の知見

や情報の幅広い収集に努める。 

④ 適切な技能や免許等が必要な業務には，有資格者を就かせる。 

⑤ 職場での朝礼や定期的な集会等により，作業の計画や安全意識を周知・徹底する。 

⑥ 安全対策の推進に向け，従事者の提案を促す。 

 

（２）作業安全のためのルールや手順の順守（共通規範３（２）関係） 

① 関係法令等を遵守する。 

② 木材加工用機械等，資機材等の使用に当たっては，取扱説明書の確認等を通じて 

適切な使用方法を周知・徹底する。 

③ 作業に応じ，安全に配慮した服装や保護具等を着用させる。 

④ 日常的な確認や健康診断，ストレスチェック等により，健康状態の管理を行う。 

⑤ 作業中に必要な休憩を設ける。また，暑熱環境下では水分や塩分摂取を推奨する。 

⑥ 作業安全対策に知見のある第三者等によるチェック及び指導を受ける。 

 

（３）資機材，設備等の安全性の確保（共通規範３（３）関係） 

① 燃料や薬剤など危険性・有毒性のある資材は，適切に保管し，安全に取扱う。 

② 機械や刃物等の日常点検・整備・保管を適切に行う。 

③ 資機材，設備等を導入・更新する際には，無人化機械等を含め，可能な限り安全に

配慮したものを選択する。 
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（４）作業環境の改善（共通規範３（４）関係） 

① 職場や個人の状況に応じ，適切な作業分担を行う。また，日々の健康状態に応じて

適切に分担を変更する。 

② 高齢者を雇用する場合は，高齢に配慮した作業環境の整備，作業管理を行う。 

③ 安全な作業手順，作業動作，機械・器具の使用方法等を明文化又は可視化し，全て

の従事者が見ることができるようにする。 

④ 現場の危険個所を予め特定し，改善・整備や注意喚起を行う。 

⑤ ４Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃）活動を行う。 

 

（５）事故事例やヒヤリ・ハット事例などの情報の分析と活用 

（共通規範３（５）関係） 

① 行政等への報告義務のない軽微な負傷を含む事故事例やヒヤリ・ハット事例を積 

極的に収集・分析・共有し，再発防止策を講じるとともに危険予知能力を高める。  

② 実施した作業安全対策の内容を記録する。 

 

２ 事故発生時に備える 

（１）労災保険への加入等，補償措置の確保（共通規範４（１）関係） 

① 経営者や家族従事者を含めて，労災保険やその他の補償措置を講じる。 

 

（２）事故後の速やかな対応策，再発防止策の検討と実施（共通規範４（２）関係） 

① 事故が発生した場合の対応（救護・搬送，連絡，その後の調査，労基署への届出，

再発防止策の策定等）の手順を明文化する。 

 

（３）事業継続のための備え（共通規範４（３）関係） 

① 事故により従事者が作業に従事ができなくなった場合等に事業が継続できるよう，

あらかじめ方策を検討する。  



 

改訂履歴 

日付 バージョン 改訂内容等 

2024.3.31 0 試行版 

2025.3.31 1.0 正式公開版 

 

注 

本マニュアルに記載されている内容は，ヒアリングにおける質問内容の変更やパトロール

における確認項目の追加など，今後，予告なく変更する場合があります。予めご了承くださ

い。 
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